
＊１ レジリエントシティ 

自然災害や、少子高齢化など

の人口減少といった社会的な

課題に直面しても、素早く復興

し、さらに成長する能力がある

都市。 

＊２ スマート 

ウエルネスシティ 

市民一人ひとりが健康で元気

に幸せに暮らせる新しい都市

モデル。  

＊３ ねんりんピック 

彩の国さいたま２０２６   

ねんりんピック（全国健康福祉

祭）は、高齢者を中心とするス

ポーツ、文化、健康と福祉の

総合的な祭典。  

ねんりんピックは、長寿社会の

形成に寄与することを目的とし

て、厚生省（現厚生労働省）創

立５０周年を記念して昭和６３

（１９８８）年にスタートし、都道

府県持ち回りで毎年開催。 

令和８（２０２６）年は埼玉県が

担当。１１月７日から１０日ま

で、さいたま市をはじめ埼玉県

各地で開催。 

＊４ サステナブル  

「持続可能な」「継続的」「ずっ

と続けられる」という意味。   

■令和７年度予算案の概要 

来年度の一般会計当初予算額は 

対前年度比1．2％減の７，０３４億円、 

特別会計予算総額は３，３２３億円、 

企業会計予算総額は１，３０６億円、 

全会計予算総額は1兆1，663億円であり、

一般会計予算額、全会計予算総額ともに

過去２番目に大きい予算規模。  

■新時代に向けて４つの取り組み 

 ➊選ばれる都市として、 

   新たなさいたま市の創造 

 ➋誰一人取り残さず、誰もが住みやすく 

   持続可能な地域社会の実現 

 ➌真に災害に強いレジリエントシティ＊１ 

   の実現 

 ➍新たな時代に対応する市役所の創造 

■令和7年度の主な事業等の４本柱 

 ➊新時代を切り拓くさいたま市らしさの深化 

 ➋誰一人取り残さない持続可能な 

   地域社会の実現  

 ➌激甚化する自然災害への対策強化 

 ➍DX推進と公民学共創による 

   質の高い市役所の創造 

■総合振興計画重点戦略、関連事業  

 ➊先進技術で豊かな自然と共存する 

   環境未来都市の創造  

 ➋一人ひとりが“健幸”を実感できる 

   スマートウエルネスシティ＊２の創造  

 ➌笑顔あふれる日本一の 

   スポーツ先進都市の創造  

 ➍子どもたちの未来を拓く 

   日本一の教育都市の創造  

 ➎ヒト・モノ・情報を呼び込み、東日本の 

   未来を創る対流拠点都市の創造  

 ➏子どもから高齢者まで、あらゆる世代 

     が輝けるまちづくり （ふれあいと活力 

     ある長寿社会の形成に寄与するため、 

「ねんりんピック彩の国さいたま２０２６」＊３ 

   の開催に向けて、共催する埼玉県や 

     関係団体と連携し、準備を進めます。 

 ➐激動する新時代に「未来技術」で 

   躍動する地域産業づくり  

 ➑災害に強く、市民と共につくる 

   安全・安心なまちづくり  

 ➒環境に配慮したサステナブル＊４で 

   快適な暮らしの実現  

 ➓絆で支え合い、誰もが自分らしく 

   暮らせるまちづくり  

 ⓫質の高い都市経営の実現  

 

 私は、２１世紀半ばまでに、 

「上質な生活都市」、「東日本の中枢都市」

という将来都市像実現にこだわり続けます。 

 そのため、令和７年度には、これまで申し

上げたような、幅広い分野において、 必要

な見直しを加えた上で、新規事業の実施

や、既存事業の掘下げ・拡充を行い、これ

までより一層きめ細かく施策を展開するこ

ととしております。 

 それに全力で取り組むことを通じて、市民

の誰もが未来に向けて希望（ゆめ）を描き、 

安心して暮らしていける都市へと本市を 

更にシンカさせていく所存です。  

（２０２５.０２.０４ 市議会本会議場） 

【国際局】日本・ラオス外交関係樹立７０周年を祝うラオスフェス

ティバルが５月２４日(土)と２５日(日)の両日、東京代々木公園で盛大

に開催され、「さいたま市民ラオス友好協会」と本紙が参加し、駐日

ラオス大使館特設ブースに、新しく就任されたアンパイ キンダヴォ

ン特命全権大使閣下を表敬、親しく会談の機会が得られました。 

 その中で大使は、「私は、北浦和の日本語国際センターで日本

語を学びました。水道技術協力３３周年のさいたま市は私のふるさと

です」とのエピソードを紹介して下さり、参加者は、大使とさいたま市

との深いご縁に、友好親善の絆を強めようとの機運を高めました。 

 ６月５日の市長記者会見で清水市長は、ラオスとの関係につい

て、「さいたま市は以前から続けている、ラオスとJICA（国際協力機

構）を通じて独自に締結している水道分野の強化に向けた協力を

行い、友好関係を引き続き築いていきたい」と表明しました。 

【市民活動局】さいたま市発 全国展開をしている、ねんりんピック本

市代表でもある「シルバー℮スポーツ™」をYouTubeで紹介した動

画（約２４０分）が、公開２か月で世界１５０万回視聴を記録しました。 

「ねんりん埼玉」でのシルバー℮スポ紹介の可能性 

 令和８（２０２６）年秋には、埼玉県で、「ねんりんピック彩の国さいた

ま２０２６」が開催されます。これについて、シルバー℮スポーツ発祥

の地であるさいたま市での、シルバー℮スポーツ関連行事開催につ

いて、清水市長は６月５日の記者会見で、「ねんりんピック彩の国さ

いたま２０２６では、℮スポーツについて、東松山市で開催することと

なっている。本市では、協賛企業等がブース出展の中で、℮スポー

ツコンテンツを実施する可能性はあるものと考えている。」と答え、

昨年の鳥取大会で設けられたような「シルバー℮スポーツ紹介ブー

ス（テンセント社協賛）」出展の可能性に言及しました。 

【スポーツ・文化部】５月２６日に、市内のＮＰＯが「市民と浦和競馬と

の協働」という浦和競馬史上初の試みとして、「浦和競馬を暮しに

活かすセミナー」を約１５名の参加者で開催しました。 

 この催しでは南区大谷場の浦和競馬場会議室で、埼玉県浦和競

馬組合より、浦和競馬場の歴史や収支決算、その運営の仕組みな

どの説明を受け、その後、場内各施設を視察し、実際の競争を見

学しました。参加者は、広大な施設である浦和競馬場を、社会貢

献施設として有効活用していこうと話し合いました。 

 ６月５日の市長記者会見で清水市長は、「浦和競馬場には、年間

約１３万人が来場、『さいたま市』の名がついたレースや、南区『ふる

さとふれあいフェア』など、地元に根付いた活動の場としても利用さ

れている。馬券を買わずとも、楽しめるお客様が増えるようなプラン

も検討していきたい」と語りました。 

【国際局】４月１８日、「白金のホワイトハウス」と称される台北駐日経

済文化代表処（台湾大使館に相当、港区白金台）に、昨年９月に

着任された李逸洋駐日代表（大使に相当）を、日台友好の市民団

体メンバーと共に表敬訪問し、両国間の友好と団結を深めました。 

「さいたま国際マラソン」に台湾から５２名が参加 
 ６月５日の市長記者会見で清水市長は、さいたま市と台湾との関

係について、①台湾からの誘客のため、Facebookで観光・イベント・

グルメ情報などの発信を中国語で行ってきた。②埼玉県と台湾観

光客向けのプロモーション事業も行っている。昨年度は、関係者を

さいたま市に招いて、商談会を開催した。③「ツール・ド・フランスさ

いたまクリテリウム」や「さいたま国際マラソン」などのイベント周知を

行い、台湾からの参加者などを募る取り組みも行っている。引き続

き、色々な形での交流を深めて行きたい、との意欲を示しました。 



 NISHI KITA OMIYA MINUMA CHUO SAKURA URAWA MIDORI IWATSUKI 

Q【三神尊志】 市職員対象のカスハラ実態ア

ンケートの結果は。それを今後の対策にどの

ように生かすか。  

A【副市長】 ４，７９５人の職員から回答があ

り、約４３．１パーセントの職員が過去３年間でカスタマーハラスメ

ントを受けた経験がある。カスハラが増えていると感じている職員

は約４２．８パーセント。今後については、啓発ポスター等の窓口

等設置など、カスハラへの理解を深めて頂く施策を実施する。 

Q カスハラ防止に関する条例の制定についての考えは。 

A 他の自治体の先進事例の研究を進めながら、本市においても

条例化について検討する。 

カスタマーハラスメント 

Q【添野ふみ子】 県庁再整備について、大野

知事からどのような方向性が示されても、現在

地に残すという姿勢は崩さないでほしい。 

A【市長】 昨年８月には、私から大野埼玉県

知事に対しまして、再整備後の県庁舎の位置は、引き続き現在地

とすること等を求める要望書を手交した。さらに、昨年１１月、県か

ら県内各市町村に対する県庁舎の位置に関する照会に対し、本

市として、県庁舎を現在地に再整備することの妥当性・重要性を

説明した意見書を改めて提出した。必要があれば、改めて市とし

て県へ要請する。周辺地域の住民・企業・団体等の方々からも地

域の声を届けていただけるように、働きかけていきたい。 

埼玉県庁舎再整備 

Q【小森谷優】 八潮市の陥没事故を受けて下

水道管等の埋設道路調査について。 

A【副市長】 口径の大きい下水道管が埋設さ

れている路線について、路面状況の現地パト

ロールを実施。路面下空洞調査の実施結果について、道路担当

部署から下水道部署への情報提供など、担当部署間での連携を

図っている。腐食するおそれが大きい箇所及び口径８００ミリメー

トル以上の下水道管路の緊急点検を進めている。 

 下水道管の緊急点検の実施結果を踏まえ、路面下空洞調査の

対象路線の見直し等について、検討する。市民の安心・安全の確

保に向け、道路ストックの調査、点検を実施する。 

八潮市陥没事故 

Q【照喜納弘志】 与野中央公園はどのような

公園としたいのか。公園内設置の（仮称）次世

代型スポーツ施設の位置付けは。 

A【副市長】 与野中央公園の全体像について

は、鴻沼川
こうぬまがわ

及び高沼用水路
こ う ぬ ま よ う す い ろ

に囲まれた水資源豊かな土地である

ことを踏まえ、「みどりと水辺が豊かな居心地の良い空間を創造

するとともに、スポーツ・レクリエーション機能の維持・充実を図る

ため、広場及び複合スポーツ施設等を配置し、地区内外から多く

の人が訪れ交流できる公園」と位置付けている。今後、中央区は

じめ多くの市民にとって居心地の良い空間となるよう、推進する。 

与野中央公園 

Q【鶴崎敏康】 産業集積拠点の新たな候補地

区について、選定地区数は何地区か。 

A【副市長】 本市では、「企業誘致の受け皿の

確保」を目的に、市内６地区について産業集積

拠点の候補地区として位置づけ、整備に向け取り組んできた。こ

れに加え、新たな候補地区として４地区を選定した。 

Q ４地区の具体的な場所はどこか。 

A 見沼区「丸ヶ崎地区」、見沼区「宮ヶ谷塔地区」、岩槻区「笹久

保地区」、岩槻区「国道１２２号延伸地区」。産業集積拠点候補地

区については、各地区の事業進捗状況、経済情勢、企業ニーズ

などを踏まえながら、引き続き、選定についても検討する。 

産業集積拠点 

Q【江原大輔】 教員になりたい市民が、教員

免許などの資格や大学等に通わなくても、教

員になれる制度が「パイオニア特別選考」制度

と思うが、その見解と告知方法を伺う。 

A【教育長】 「パイオニア特別選考」というのは、教員普通免許状

を所有していない方が対象で高度な専門的知識・経験・技能を有

する方であれば、受験することが可能。周知方法は、教員採用の

実施要項に書いており、大学に説明に行っているが、企業等には

そこまで周知の方法がうまくできていない。今後については、この

「パイオニア特別選考」を周知するＰＲ動画を新たに作成するとと

もに、ＳＮＳ等を積極的に活用し、周知をする。 

教員パイオニア特別選考 イベント事業 

Q【青羽健仁】 さいたまクリテリウム・さいたま

マラソン・さいたま国際芸術祭を実施すること

による、市民に対しての効果や意義について。 

A【副市長】 世界的なブランド力を持つツー

ル・ド・フランスの名を冠したさいたまクリテリウムが開催されるこ

とは、国内外に向けた「スポーツのまち さいたま」の都市イメージ

の発信はもとより、多角的な意義があるものと考えている。 

 芸術祭についても、市民の芸術に触れる機会、芸術につながる

行動をおこしていただき、様々な効果があるものと考えている。 

 マラソンについても、市民のスポーツ向上にかなり効果があった

ものと考えている。 

Q【新井森夫】 中浦和駅北口周辺改善まちづ

くり協議会より提出された、県立浦和工業高校

跡地の利活用に係る要望書について。 

A【市長】 要望内容は、県立浦和工業高校の

跡地全体を教育や文化、また、スポーツ、地域活性化に利活用す

るという、地域の皆様が将来を見据えたまちづくりについての姿

であった。  

 県立浦和工業高校の優れた地理的条件を踏まえた跡地活用と

いう視点では、大変重要なものであると認識している。 

 地域のにぎわい創出の拠点となる施設の誘致については、県

に対し、地域の御要望としてしっかりと伝える。 

浦和工業高校跡地利用 

Q【金子昭代】 「ジェンダー平等」の実現をさい

たま市役所から。男女共同参画推進本部の組

織強化を求める。 

A【副市長】 困難な問題を抱える女性への支

援に関する法律の施行にあたり、本市においては、困難女性支

援計画を位置づけ、「さいたま市困難な問題を抱える女性支援関

係機関ネットワーク会議」を設置し、庁内外の関係機関との事例

検討や情報交換等を通じて、有機的な連携を深めつつ、柔軟で

専門的な団体等との繋がりをひろげている。 

今後についても、相談者に寄り添った、きめ細かく、継続的な支援

の充実を図る。 

ジェンダー平等 

Q【小柳嘉文】  デジタル技術の急速な進歩

で、市民と行政の情報格差がなくなってきてお

り、市民と行政との関わり方をアップデートす

べきではないか。 

 例として、台湾で「ＪＯＩＮ」という仕組みがあるが、市民の声を反

映することについての現状認識と新たな取組について伺う。 

A【市長】 台湾で活用されている「ＪＯＩＮジョイン」は、市民からの

発案を基に、議論を重ねていく仕組みと理解をし

ている。今後、市民の市政への参画については、

デジタル技術の活用も含めて、積極的に推進をし

ていく必要があると考える。   「ＪＯＩＮ」について→ 

ＪＯＩＮ (ジョイン) 

Q【鳥羽恵】 「いろどり学園」開校に向けて、先

行自治体の良い例や問題点を研究して、柔軟

で最も子どもによりそった学校にするために、

再検討すべきと考えるが、見解を伺う。 

A【教育長】 今、私たちも実は、他の事例も研究を並行して行い

ながら取組の準備をしているところ。 

 今、さいたま市としては全国初の例となる、対面とオンラインの 

融合の学びの多様化学校を開校しようとしている

ので、さらに1 年間の中でしっかりと準備をしてま

いりたいと考ている。 

「いろどり学園」について→ 

いろどり学園 

令和７年２月定例会代表質問  
■議長：帆足和之 ■副議長：西山幸代 

■代表質問とは 

 政党・信条を同じくする「会派」を代表して 

  市政全般にわたって質問すること。 
 

２月４日、１９年ぶり、３回目の本会議場コンサートを開催 

さいたま市消防音楽隊が「ハロー・ファイアマン」と 

「名探偵コナンのメインテーマ」を演奏 

 令和１３（２０３１）年度に、さいたま新都心にオープン予定の、本市新

庁舎について、本紙では「職員が働きたくなる、市民が気楽に訪れたく

なる人間優先の、“緑視率”の高いグリーンオフィス」を提案します。 

 新しい市役所は、市民を拒絶するかのような役場のイメージから脱

却して、日本で初の緑あふれる共感と共創の、まったく新しい行政

パークをめざすべきです。 

 例えばＹａｈｏｏ！JAPAN本社（千代田区紀尾井町）や、Google合同

会社本社（渋谷区渋谷）のような先進事例を、さいたま市役所新庁舎

に採り入れることにより、新鮮な発想と生産性が推進され、市民サービ

スが飛躍的に向上するものとなります。（臣） 
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ト
コ
ン
で
「日
本
ラ
オ
ス
友
好
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
今
年
３
月
に
開
催
さ

れ
た
サ
ポ
セ
ン
フ
ェ
ス
で
の
、
ラ
オ
ス
民
族
舞

踊
イ
ベ
ン
ト
を
撮
影
し
た
も
の
。 

本
紙
国
際
局
長
の
西
森
勢
記
者
が
、
平
成

７
年
度
の
さ
い
た
ま
市
観
光
国
際
協
会
の

国
際
交
流
・国
際
協
力
の
功
労
者
と
し
て
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
西
森
記
者
の
３
１
年
に

及
ぶ
日
本
ラ
オ
ス
民
間
外
交
と
、
ラ
オ
ス
国

民
と
さ
い
た
ま
市
民
と
の
国
際
交
流
活
動

を
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。 


